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図 1 ストーリーボードのフォーマットと熱的過渡期における人工バリアのストーリーボードの例 
 
 

















































Construction and inhabitation Scenario
(Phase2&3)














































第 5章 結論 
以上の検討を通じて，本研究では，わが国における地質環境の長期的変動において蓋然性が高いと考
えられる 隆起・侵食の影響を考慮した安全評価手法の開発を目的として，隆起・侵食の影響をより現実
的に考慮した地質・地表環境の長期的変動の設定や，これを前提としたシナリオ解析・核種移行解析な
どを行うための安全評価技術，さらには重要な不確実性を特定するための不確実性評価技術を整備した。
これらの評価技術により，隆起・侵食を考慮した安全評価のみならず，追跡性・透明性の高い安全評価
の品質管理や研究開発課題の優先度の意思決定に必要な情報提供などが可能となり，地層処分の安全性
の信頼性を高めることに貢献することが可能となった。 
図 3不確実性評価技術を用いた総合的安全評価の流れ 
